
Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　工nformatlon

1ヨ本教育情報学会第 23 回年会 Aug ．20 −21 ，2007

IWB と LAN 導入で こ こ まで 出来る
教員の IT リテ ラ シ ー 向上 と授業変革

実践学園 中学 ・高等学校　藤井　邦彦
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〈 概 要 〉 平 成 19 年 4 月 か ら 中学 全 教室
、 高 校 1 年 生 の 全 教 室 に IWB （lnteractive

WhiteBoard ） を導入 した 。 導入か ら 3 ヶ 月が経過 し 、
　 I　WB に よる授 業の 変化 、 生徒 の 意識 の 変

化が見 られ た 。
こ れ らを踏ま え、導入まで の 経緯 ・運用 ・成果 と効果 に つ い て 報告す る。

o

〈 キ
ー

ワ ー ド〉 教育の 情報化 ， IWB ，変化

1 ．導入 ま で の 道 の り

　平成 19 年 4 月か ら、中学 ・高校 1 年全 ク ラ

ス に IWB （イ ン タラ ク テ ィ ブ ホ ワ イ トボ ー ド、

以 下 IWB ）を導入 した 。 ま た 、 今年の 夏期休

業 中に残 り高校 2 、3 年生 の 全 クラ ス に設 置工

事 を行 う。2 学期か らは、全普通教室で IWB

を利 用 した授 業が展 開 され る 。

　 こ の 導入 に 関す るプ ロ ジ ェ ク トは 平 成 18

年 2 月 に持 ち上 が り、す ご い ス lte・一・・ドで 実現に

向 けて進 めて きた 。
こ の 取 り組み を成功 させ る

た め に は、当然の 事な が ら、各教員 の パ ソ コ ン

に対す る ス キ ル が 要求 され る。幸い に も本校 で

は平成 16 年 9 月 に 「教職 員 パ ソ コ ン
ー

人
一

台」 の 導入 を行 っ て い た
。 成績処 理 ・掲示 板や

設備 予 約 ・教職員 の 事務連絡等 の シ ス テ ム を導

入 し 、 教職員 業務 の LAN シ ス テ ム 化 を実現 し

て い た の で ある。当初は、パ ソ コ ン操作 に不慣

れ な者 もお り 、 円滑 に こ の シ ス テ ム を利用す る

ため に 、数回 に わ た り研 修会 も行 っ た。パ ソ コ

ン を 利用 しない と仕事が 出来 な い と の 認識 を

もたせ た の で ある。各教職員 の 努力 もあ り 1 年

間で 大 半の 者は シ ス テ ム を 円滑 に利用 出 来 る

よ うに な っ た。校 内 LAN シ ス テ ム 導入 以前は、

教職員が個人 の パ ソ コ ン を学校 に持参 し、手 作

りの LAN 環境 の 中で数台の プ リン タ を接続
し利用 し て きた 。 もちろ ん パ ソ コ ン を使 わ ない

教員 も多 くい た。

　平成 17 年 に は校内 LAN シ ス テ ム を整備

した。各普通教室に
一台パ ソ コ ン を設 置 し、自

由に 教室で利用出来る よ うに した 。 進路指導等
で イ ン タ

ーネ ッ トを利用 し、教室 で タイム リー

な指導が 出 来 る よ うに し た 。

　 こ れ まで の 環壌 の整備 を踏ま え、平成 18 年

2 月に IWB の 導入計画が 持 ち上 が っ た。こ の

計画 をよ り具体的なも の に し 、
ハ

ー
ド面 だけで

は な くソ フ ト面で の 充実 を図 るた め 、同年 7 月

2 日か ら 8 日まで 、イ ギ リス 郊外 ス ト
ー

クオ ン

ト レ ン トに あ る キ
ー

ル 大学の 教授陣 を訪 問 し

た 。こ こ で お会 い した教授陣は 、イギ リス の 教

育現場 に お け る IWB 導入 に 関 し て 、
100 件

以上 の 事例 に携わ っ た実績の あ る人達で あ っ

た。こ の 人達の 紹介 で イギ リス の 保 育園か ら大

学まで 5 校 の 視察 を行 っ た。こ の 視察 を通 じ て

まず痛 感 した こ とは、日本 は コ ン ピ ュ
ー

タや 精

密器機 に関 して 世界 で も最先 端の 国 と言 われ

て い るが 、ICT の 教 育現場 へ の 導入 は驚 くほ

どイ ギ リス に遅れ を とっ て い る こ とだ 。イ ギ リ

ス で は、3 歳の 子供 が 何の 抵抗 もな く コ ン ピ ュ

ー
タ を操作し 、 中学 ・高校 の 授業で は、マ ル チ

メデ ィ ア を駆使 した生徒に分 か りやすい 、飽 き

させ ない 授 業を展 開 し て い た。また 、 国や地方

政 府 が イ ン タ ーネ ッ トを通 じ て 教育 ソ フ トや

データ を全 面的 に バ
ッ クア ッ プ を して い るの

も日本 との 大きな差を感 じた。こ の よ うな現 状
を 目 の 当た りに し 、 本校 も遅れ ばせ なが ら 、 日

本の 教育界を先導 し 、 イ ギ リ ス に負けな い 教育

環境 を充実 させ たい と思い 帰路 にっ い た。

　 日本 に 戻 り早 速 導入 の 具体 的準備 に取 りか

か っ た 。 IWB に は 幾っ か の 製品 が あ っ た が 、

国内 で 入 手可能 な 製品 とイ ギ リス で 使 用体験

をした結果 をも とに検討 し、中学生 ・高校生 に

向い て い る と考え られ る、プ ロ メ シ ア ン 社製 の

電子 黒板 （日本総販 売代理 店 ・ 中村理 科工 業株

式会社）を導入 す る こ とに した 。 こ の 製品 に決

定 し た理 由は、電子 ペ ン の 使用感 が通常の ペ ン

と変わ らず （字を書 くとい う感 覚が）使い やす
い 。ア クテ ィ ブ ポ ー ドは、少 々 の 衝撃 で も壊れ

に くく、常設 に 耐 え る頑丈な もの で あ っ たか ら

で あ る 。 また 、これ まで使っ て い た黒板 をち よ

うど二 分 した大 きさ （結果的に導入 したの は 9

5 型 の 製品）なの で 、 黒 板を完全撤去 して も違

和感が ない 等の 理 由に よる と こ ろ もあ っ た。し
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か し課題 も残 っ て い る 。 そ れ は教職員 の IWB

利用 の 研修 で ある。

　まず 、 同年 9A に 78 型 の IWB を 2 台特別

教室 に設置 し た 。 これ は、使 用方 法 を研 究す る

ため で ある。導入 と同時 に授 業で使 用 を開始 し

た教員 もお り 、 そ こ か らの 意見 が そ の 後 の 導入

に大 きな参考意見 に な っ た 。

　教員の 研修 は 、比較的授業時間に 余裕が持 て

る 3 学期 （高 3 の 授 業が無 くなるた め）に集 中

して 行 っ た 。 毎 日 2 時間 （2 人 の 担 当者）講座

を設定 し 、
一

週 間で 10 時間同 じ内容の 講座 を

開設 し、授業 の 空 き時間を利用 し研修 を受 けて

も らっ た 。 教員に よ っ て は 同 じ内容 の 講座 を 3

時間 も受講す る者 もい た 。 こ の よ うに 、 1E か

ら 3A まで 1 週 間毎 に講座 内容 を変 えて 研修

を行 い
。 3 月末に先生 方に よ る研究授業を全 て

の 教科 に 対 して 行 っ た。こ の 研 究授 業に よ り I

WB に対 して の 、 認識 ・意識が高ま っ た の は言

うま で もな い 。

っ た事 と、同時 に設置 した 台数 、ペ ン の 本数の

関係 に よ り、

ペ ン の 個体差が 無視 で きな く 、

時々
、
ペ ン が ボー

ドを認識で き ない よ うで ある 。

また、ハ
ー ド的な トラブ ル もあ る。ペ ン に右 ク

リ ッ ク用 の ボタ ン が付い て い る の だが、こ れ が

押 され っ ぱ な しな っ て しま う こ ともあ っ た 。 こ

うな る とペ ン は ま とも に動 作 しな い
。 中村理 科

工 業が ス ペ ア の ペ ン を用意 し て おい て くれた

の で 、即交換で 対応 し て い る。

　実際に 教員の 授業を 見 る と、多種多様 な使 い

方が されて い る。大きく分類すれば三 種の 方法

で ある。

附属 の ActiveStudi 。で 板書 を用意する 。

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ トで 視覚 的 な

教材 を用意 。 板書は隣の ホ ワ イ トポ
ー

ド

にす る。

配布済みの プ リ ン ト等の 原稿 を表示 し

なが らの 演習

2 ．運 用 開始

　 こ うい っ た機器 を導入す る とき に トラ ブル

は つ き もの で ある。校内の LANシ ス テ ム を導入

した 時 もそ うで あ っ た 。 今回 の IWB で も トラ

ブ ル を覚悟 して い た が、思 っ た よ りは落 ち着い

たス ター トが 切れた 。 それ で も、導入 1 週間で

ボ
ー

ドの フ ァ
ーム ウェ ア を

一
度バ ージ ョ ン ア

ッ プ し て い る。こ れ は導入直後 に発 覚 した 問題

に対応す るため の もの で あ っ た。短期 間で の 対

応 に は感謝 し て い る 。

　校 内 で 主に シ ス テ ム トラ ブル に 対応す る者

は 、私 を含め て 2 名 で ある。安 定 し て 動作 し て

い る とき は 良い の だ が 、 今回 の よ うな新規導入

時は もっ と人手が 欲 し い とこ ろで ある 、 それ で

も、昨年 まで私
一

人 で行 っ て い た の に比 べ れ ば 、

か な り助 か っ て い る。

　 実際に 呼ばれ る トラブル と して は 、次の よ う

な も の が 多か っ た 。

・ プ ロ ジ ェ ク タにパ ソ コ ン の 画 面 が で な

　 い
。

・ ペ ン が動 か ない
。

こ れ らは 、 人為 的な ミ ス に よ る と こ ろが 大 き く、

機器 の 電源が入 っ て い なか っ た り 、 ボー ドの キ

ャ リプ レー
シ ョ ン （ボ

ー ドとペ ン の位置合わ

せ ） を行 え ば問題 な くペ ン も動作す る。本来 、

ボー ドが据 え置 きの ため、キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン

をする必 要は な い
。 しか し、ペ ン の 感度が上 が

　附属 の ソ フ トもプ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ ト

も一長一短 で あ る 。
ActiveStudio は 電子 黒板上

に書 くこ とを考 え る と、最 も適 して い る と言え

る 。 しか しア ニ メ
ー

シ ョ ン に よ る視覚効果 は 、

プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン ソ フ トが 適 し、生徒 が手に

して い る もの と同 じ もの を表示 し、授業 中指示

をだす な ら、プ リン ト原稿や ス キ ャ ナ で読み込

ん だ もの を表示す るの が よ い 。つ ま り、自分が

行 う授業 の 教材 に合わせ て、使用す る ソ フ トを

選ぶ 必 要 が ある 。 前述 した研修会 の 時 も 、
「何

で 、ど うや っ て 教材 を作 る の が よ い か ？」 とい

うの が 、たび たび議論に な っ た
。
ActiveStudio

の 使 い 方を説 明すれ ば 、
ActiveStudioで授業を

しな けれ ばな らない と思い 、プ レ ゼ ン テ ーシ ョ

ン ソ フ トの使い 方 を説明すれ ば 、 プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ トで 授業を しなけ れ ばな らな い と

思 っ て しま う教員も い た。

　電子 黒板 と い うと難 しそ うだ が、所詮、授業
の 為 の 道 具で あ り、パ ソ コ ン の 画面を映 しだ し

て い るだ けで ある 。 特別、構 える必 要 もない
。

自分 が パ ソ コ ン で 扱 えるもの で あれば何 で も

扱える の で ある 。 後は、自分が授業 の 中で 、
こ

れ を
”

強 調 した い
”

とい う部分の 教材 を用意す

れ ば 良い の だ 。
パ ソ コ ン が何で もで きて しま う

イメ ージが あ るた め、迷い に つ なが っ て しま う。

3 ．成 果 と効果

　電子 黒板を導入 し、 やは り成果 と効果 は期待

され る。キ ール 大学の 教授陣 は、 「生 徒の 集中
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カ と授業 に対す る意識が変 わ っ た 」 とい う。 教

員 と し て は数字的な部分も気 に な る 。 そ の 点 に

つ い て は 、 イギ リス で は生徒 を点数 で評価す る

こ とが少 な い ため、「点数が どの くらい 取れ る

よ うに な っ た か 」とい う部分 はわか らない とい

う。 日本で IWB が導入 され 、 点数 の 部分で ど

の くらい の 効果が あるか が 、 キ
ー

ル 大学の 教授

陣 も興味 がある よ うだ。

　本 校 で も導入 か ら 3 ヶ 月 が経過 した 。
こ こ で 、

IWB を使 用 した授業 に対す る意識調査 を行

っ た。そ の 結果の
一

部を紹介す る。

　 は じめ に、ア ン ケー トの 対象は 、中学全学年

と高校 1年生 の IWB を使用 して い る学年 、約

580 人 で あ る 。ア ン ケー トの 結果は 、中学 と

高校 で 同 じ傾 向が 見 られたた め、こ こ で は 、全

体 の 結果 を示 して い る こ と と、紙面の 都合上 す

べ て の 結果 を示 し て は い ない こ とをあ らか じ

め断 っ て お く 。

　 まず は、今 ま で の 黒板 の 授 業 と比較 し て で

ある。グラ フ を参照 して欲 しい 。肯定的な意見

が否 定 的 な意見 を上回 っ て い る aIWB を使用

した 授業 を受 け入れ られ て い る の が わ か る。

質問1 今までの 黒板の 授業と比べ

　　　 てどう思 いますか

す こく菖い 　　　す こく良 い
　 5跖
　 　 　 　 　 　 「21

蠶L16s

変 わらなし

　 24N
良 い

3陽

囗

囗

口

囗

口

掴

vb

　質問2 電子 黒板を使 っ た授業は

　　 　 　 おもし ろい で すか

　 つ まらt£い

　 　 4s 　　　　　 す こくおもし

　 　 　 　 　 　 　 ろい
あま りおも し
　 　 　 　 　 　 　 11M
ろくない

逼

隔

胥

41

質問3 電子黒板を使 う た 授業の

　 内容はわか りゃ すいですか

　 　 わ か らない

　 　 　 2fi
　 　 　 　 　 　 　 よくわかる

わ 加 り1：くし七　　　　　　　　　　11 拓

普 通

50

わ かる

29瓢

蹣
6

ロの

：： 3

質問6 電子 黒板の授業を受け て

自分が 授業に 集中しているように

　 　　 かんじますか
　 　 集 中 で きて

　 　 　 いな い　 　 髪 中 してい
どちら D：と
　 　 　 5rs　　　　 る

いえは
　 　 　 　 　 　 　 11ほ
ゑ　 できて

簸謬
　 “ N

ロ鰰 　 　 る

゜

蹴 霧
覗

■ ヒ 雪　　 tv − 1

°
蠶　ll羝

O 鰰 　　　UU1

質問7 電子黒板の 授業を受けて

好き になう た教科はありますか

圜

質問 8 電子黒板の 授業を受けて

嫌い になっ た教科はあ りますか
　 　 　 　 　 　 　 あ る

口 ▼ ：   噛し弓 い

囗 1尋LS い

国曹邑

囗 譎臘Yb もし5 Φ い

口 〕 含脚

もしろい

39M

B2M

圜

　好き ・嫌い 、得意 ・苦手な教科 （科 目）に つ

い て は 、
”
ある

”
とい う回答に対 し て 教科名 （科

目名） と理 由 も記入 して もら っ た 。 好 き ・得意
な科 目と して は 「理 科」 「社会」 が あ が っ た 。

理 由に は 「映像 が見 られ る の が良い 」「動 きや 、
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イ ラ ス トがあ っ て わか る」とい う意見が 多か っ

た 。 逆 に嫌い ・苦手な教科 （科 目）に は 「社会」

「国語 」 が あが っ た 。 理 由に は 「板 書が大変」

「何 を書けば い い かわ か らな い 」とい う意見が

大 半を 占め た 。

　本 校 で は IWB を中心 とし た授業 を行 っ て

い る。補助的 な使用方法で は な く板書 ・説 明 の

中心 と し て使 用 し て い る。そ の た め 、教材の 準

備 に よ っ て は 、 視覚的な教材 ならば生徒 の 印象

は 良 く、板書 内容 の 準備 な らば 、 教員が書く時

間 を短縮で き る反 面、生徒 に とっ て は書 く時間

が 短 くなるた め、苦痛 に感 じて い るよ うだ。

　　　 質問 14 電子黒板を授業を受けて

　　　 以前よ り目が疲れ る ようにか んじま

　 　　 　樽 に惑 じな 　　　すか
　 　 　 　 　 い

　 　 　 　 　 惑じる
　 　 　 　 　 33鮪

口 o じる

ロ曝障 ヒ∬●昏

ロ 昏に曝 唸 い

　 　 　 感 じる とき

　 　 　 　 Diある

　 　 　 　 37跖

質問 15 電子黒板は見やすい と思．
　　　　　 いますか

　　
忌

窪麓
い

　 鷺
　 　 　 　 　 　 囗 ー う

【目の 疲れ と座席 の 関係 （質問14 全体）：

・感じ る ・特に 感じな い

【学 年、座 席 位 置別 見 や すさ（質 問 15 全体 ）】

・思う

どちらか

い え ぼ

思わな L
　 12 陽

・恩 わな い

どちらとも

言えない
　 35N

どち らか と

い えぱ

　 忌う

　 27s
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囗量齢bLl

　 目の 疲れ ・見やす さに つ い て は 、 70 ％の 生

徒 が感 じて い る。また、見やす さに つ い て は 2

7 ％ が見づ らい と思 っ て い る。こ の 2 つ の 結果

を教室の 座席位置 と照らし合わせ て み た 。

　数値 の 大き い とこ ろほ ど色を濃 くし て あ る 。

当初 、教室 前方 の 方が 目の 疲れ が多 く、後方 に

見 に くい とい う意 見が集 中す る と考え て い た 。

しか し結果は 予 想 に反 して 回答 が分 散 して い

る。こ れ は明 るすぎる こ とに対す る 目 の 疲れ と

配色 ・文字の 大 きさや レ イ ア ウ トに よる見 に く

さの 目の 疲 れ が 同 じ回答 にな っ て しま っ て い

る と考え られ る。こ の 点に つ い て は 、今後 も調

査を行 っ て い きた い
。

　で は 、数値 的な効果は ど うか
。

こ れ に 関 し て

は 、 す ぐに結果は で な い
。 現 時点で は模試 の 結

果を比 較す る の が最も適 して い る と考 える。高

校生活 で 中だ るみ しや すい 高校 2 年 生 。 残念 な

が ら本校 で も、2 年 生の 夏 に か けて 成 績が 下降

す る。つ ま り、現在 1 年生 が 2 年生 にな るまで

の 模試 の 成績を 比 較す る こ とで
一

つ の 回 答 が

で る と考 えられ る 。 今年度 の 導入で 学習 に対す

る意識が変わ り 、 これ が結果 と して数値 に、成

績の 向上 と して 現れ る はず だ。

4 ．むすび

　本校で の IWB の 導入 は 比 較的順調 とい え

る 。

一
定の効果 もで て い る 。 生徒の 学習に対す

る意識 は確実に変化 した。 「以前の 黒板の授業

よ り集中で きてい る」と感 じ る生徒も 40 ％を

超 えて い る。しか し、無視で きない 問題 ・課題

もあ る。い くら学習が楽 しくな っ て も、成績 が

向上 して も、健康被害があ っ て は い けない
。 イ

ギ リス で の 調査 で は、 「一時間で 十分程度、目

を休 め られ る環墳で あれ ば 、
IWB が 視力低下

の 直接 的な原 因 とは い え な い 」とい う報告もあ

る 。 しか し、リス ク を低 減で きる の で あれ ばす
べ きで あ る 。

　現在、本校で は、よ り効果 的な教材、リス ク

を低減 す るた めの 配色や レイ ア ウ トの 研 究 を

教科 ご とに進 めて い る。定期的な意 見の 交換会

や研 究授業も積極的に 実施 して い く。年 度末 に

は、全校生徒 を対象 とした ア ン ケー トも実施す

る予定で ある 。
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